
HYOGO
なるほど
学校厚生会

在職中も退職後も、
生涯にわたる安心のために

学校厚生会ならではの幅広いメリット

会員約7万人の支え合いが
大きな信頼の理由

預金、保険、病気、けが…
日常はもちろん万一も、しっかりサポート
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ある放課後の職員室で

皆
さ
ん
は
、「
学
校
厚
生
会
」が
何
を
行
っ
て
い
る
団
体
か
ご
存
知
で
す
か
？

そ
う
聞
か
れ
る
と
、名
前
く
ら
い
は
知
っ
て
い
て
も
詳
し
い
活
動
内
容
ま
で
は
…

と
い
う
方
が
多
い
の
で
は
。

学
校
厚
生
会
は
、皆
さ
ん
の
生
活
に
密
接
に
関
係
し
た
組
織
で
す
。

知
っ
て
い
た
ら
、「
こ
ん
な
利
用
や
活
用
が
で
き
た
の
に
…
」

と
い
う
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

こ
の
冊
子
は
、皆
さ
ん
の
生
活
や
活
動
を
支
え
る
組
織「
学
校
厚
生
会
」を

も
っ
と
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の

早
わ
か
り
ガ
イ
ド
と
し
て
作
成
い
た
し
ま
し
た
。

マンガでわかる
「学校厚生会」

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

田中事務職員
（22年目・厚生会係）

山本先生（3年目）

校長先生

学
校
厚
生
会
？

❷



毎
週
来
て
く
れ
る

さ
っ
き
の
方
は

業
者
さ
ん
で
す
か
？

私
た
ち
の
福
利
厚
生
を

担
っ
て
く
れ
て
い
る
の
よ
。

福
利
厚
生
を
？

教
職
員
の
生
活
を

支
え
る
た
め
に

あ
る
ん
だ
。

よ
く

わ
か
ら
な
い
な
ぁ
。

違
う
よ
、

学
校
厚
生
会
の

方
よ
！

学
校
厚
生
会
は
、

全
国
に
先
が
け
て

兵
庫
県
で
生
ま
れ
た

組
織
で
ね
。

私
が

教
え

よ
う
か
。

❸



労働力不足による教職員の人材確保のため福利厚生
の改善が求められた。県内に福利厚生組織が分野ごと
に創設されていたが、重複や競合が課題となっていた。
退職後の就労・医療・生活の不安を訴える声からも、
新たな組織の模索が始まり「先生方の熱い思いが、

労使を越えた人の絆を基本とした」
組織創設へとつながった。

「退職後を考える会」、県教職員互助会「小委員会」での協議、
答申をうけての1968年6月の兵庫県学校厚生会設立趣意書
には「教育関係者自らの生活を豊かにし、健康と生活の安定を
はかるために民間組織を創設し、その自主的活動を行うことが
是非必要と考えられます。」とあるように、県内福利厚生組織が
大同団結することで誕生し、現職・退職一貫の総合福祉団体と
して今日まで活動を続けている。

生
活
を

支
え
る
？

そ
う
、困
り
ご
と
か
ら

病
気
の
給
付
金
、

預
金
や
保
険
、

お
金
を
借
り
る
こ
と
も
！

教
職
員
を
中
心
と
し
た

戦
後
の
教
育
復
興
は
、

劣
悪
な
教
育
環
境
と

低
賃
金
の
中
で
必
死
に

取
り
組
ま
れ
て
き
た
。

今
か
ら
50
年
前
の

1
9
6
7
年
こ
ろ
は・・・・

教
職
員
の
現
職
中
か
ら

退
職
後
ま
で
の

生
活
の
安
心
と
安
定
を

め
ざ
し
て
設
立

さ
れ
た
ん
だ
。

困
り
ご
と
か
ら

お
金
ま
で
！

山
本
先
生

ど
う
か
な
！

そ
う
な
ん
だ
！

そ
う
な
ん
だ
！

現
職・退
職
一
貫
し
た

組
織
は
全
国
で
も

初
め
て
で
、

当
時
は
新
聞
に
も

大
き
く
出
た
っ
て

先
輩
に
聞
い
た
わ
。

「
私
た
ち
の
た
め
の
会
が

で
き
た
」っ
て

嬉
し
か
っ
た
そ
う
よ
。

❹



なるほど学校厚生会１沿革と組織運営

評議員会

「学校厚生会」は兵庫の教職員をはじめ
教育関係者によって作られた組織です。
学校厚生会は「教職員の共済制度に関する条例」をよりどころにして設立された
団体であり、「地方公務員法第42条」の厚生制度の一部を実施している団体です。

●沿　革
学校厚生会は1968年に財団法人として発足しました。
2013年からは、一層会員の皆さんのお役に立てるよう、組織・運営体制を一新し
一般財団法人へ移行。利便性や事業内容の充実に取り組んでいます。

●組　織
評議員・理事・監事や運営委員は、兵庫県教職員組合協議会、兵庫県教育委員会、神戸市
教育委員会、校長会、事務担当者関係団体および兵庫県学校厚生会退職会員、所属所の
学校厚生会係から選ばれています。

学校厚生会は「公立学校教職員」と「教育関係者」を会員とする
現職3万6千人と退職者3万1千人の組織です。
※学校厚生会は、現職会員のみならず退職した方も会員としての資格を継続できる組織として、そのスケールメ
リットを最大限に活かした活動をしています。
※会員個々の生活の安心と安定から、教職員の福利厚生を支える活動が、学校厚生会の使命です。

評議員8名以上14名以内で構成され、毎年度6月に定時評議員会を開催。理事お
よび理事会を監督し、けん制するとともに、法人の重要事項の決定を行います。
評議員会長は兵庫県教育長、神戸市教育長も評議員です。

理事会
理事13名以上21名以内で構成され、毎年度
2回以上定時理事会を開催。業務執行の決定
などを行います。

監事
監事7名以内で構成さ
れ、理事の職務の執行
を監査します。

運営委員会
会員の皆さんの代表に委員を務めてい
ただき、学校厚生会へのご意見を伺い
ます。

代表理事
（理事長）

業務執行理事
（専務理事）
（常務理事）

会計監査人
監査法人による会計監
査が実施されます。

業務執行組織

●❺



と
こ
ろ
で
、

こ
の
冊
子
を

覚
え
て
る
？

そ
の
通
り
！

す
み
ま
せ
〜
ん
、

ち
ょ
っ
と・・・

教
職
員
の
心
得
と

実
務
が
書
い
て
あ
る
。

初
任
者
研
修
の
と
き
に

配
ら
れ
て
い
る

冊
子
で
す
か
？

福
利
厚
生
の
ペ
ー
ジ
を

も
う
一
度
ち
ゃ
ん
と

読
ん
で
ね
。

今
日
帰
っ
て
か
ら
、

も
う
一
度

読
み
直
し
ま
す
！

私
た
ち
の
福
利
厚
生
は
、

雇
用
者
側
の
責
務
な
ん
だ
。

そ
の
一
部
を
学
校
厚
生
会
が

担
っ
て
い
る
ん
だ
。

❻



教職員の福利厚生を図ることは雇用者側の責務
新しく採用された教職員に兵庫県教育委員会から配られる冊子「教職員となる
人のために」には、教職員の生活の安心と安定と福祉の向上を図ることによっ
て、教育活動に専念できるよう、福利厚生事業を推進する、と記されています。
その役割を担う組織が「学校厚生会」です。冊子には「学校厚生会」の活動内
容が詳しく紹介されています。
※この冊子は、兵庫県教育委員会が初任者研修で活用する資料で、各市町により異なります。

※本部および県内8か所の支部で、会員の福利厚生や様々なライフサポート
を実施しています。

※会員ニーズをいち早く察知し、現職中だけでなく退職後も引き続き、生涯
にわたる生活の安心と安定を目指した事業を心がけています。

なるほど学校厚生会 2 会員の福利厚生を支える「学校厚生会」

なるほど学校厚生会 3 事業周知がまだまだ必要な現状
過去に実施した「会員アンケート調査」では、
※事業の中身を自ら知る努力をするとともに、事務局からの更なる事業周知を図る必要がある（現職者）
※学校厚生会が自分たちの組織であるとの「原点回帰」の認識を広めるべき（退職者）
などの意見が多く寄せられました。
団塊の世代が退職し、会員年齢構成も大きく変わろうとしており、少子化による現役世代の減少傾向も進んで
います。また、教育現場を取り巻く環境変化によって、教職員が抱える課題・問題も複雑多様化しています。社会
の変化に対応し、多様化する会員のニーズに応えることこそが学校厚生会の使命です。そのためにも、多くの
会員に事業活動を知っていただきたいと願っています。

生涯にわたる
「支え」

退職会員

生活の安心と安定を支える事業

現職会員

●❼



学
校
厚
生
会
は

ど
ん
な
事
業
を
？

主
に
は
こ
ん
な
こ
と
よ
。

生
活
の
安
心
と
安
定
を

取
り
扱
っ
て
る
の
。

事
業
は
す
べ
て

会
員
の
た
め
に
あ
る
。

会
員
専
用
だ
か
ら

メ
リ
ッ
ト
も
多
い
。

会
員
が
利
用
す
れ
ば

会
員
に
還
元
さ
れ
る
。

そ
ん
な
事
業
を

い
っ
ぱ
い
し
て
る
わ
。

山
本
先
生
は

「
相
互
扶
助
」っ
て

わ
か
る
か
な
。

学
校
厚
生
会
は

誰
か
が
困
っ
た
時
に

他
の
会
員
が

全
体
で
助
け
る

組
織
な
ん
だ
。

そ
れ
ぐ
ら
い

分
か
り
ま
す
よ

給付事業 / 福祉事業 /
預金・貸付事業 / 保険事業 /
生活用品事業 / その他事業

お
互
い
に
助
け
合
う

こ
と
で
し
ょ
。

●❽



ふれあい

退
職
し
た
後
で
も
、

手
続
き
を
す
れ
ば

利
用
で
き
る
の
よ
。

事
業
を
運
営
す
る

資
金
は

ど
う
な
っ
て
る
ん

で
す
か
？

厚
生
会
だ
よ
り

「
ふ
れ
あ
い
」が

毎
月
届
く
で
し
ょ
。学

校
厚
生
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
※

で
も
見
ら
れ
る
よ
。

そ
ん
な
情
報
は

ど
こ
か
ら
？

退
職
後
の

仲
間
づ
く
り
や

健
康
づ
く
り
も

や
っ
て
い
る
わ
。

困
っ
た
と
き
の

相
談
窓
口
も

気
軽
に
使
え
る
の
よ
。

会
員
の
掛
金
と

事
業
収
入
で

運
営
し
て
る
ん
だ

掛
金
は
給
付
や

福
祉
事
業
に

使
わ
れ
て

い
る
ん
だ
よ
。

設
立
時
の

目
的
の
一
つ
が

「
退
職
後
の
安
心
」

だ
っ
た
か
ら
ね
。

相
互
扶
助
の

精
神
は

一
生
涯
続
く
か
ら
。

※https://www.kouseikai.or.jp

退職会員
制度

❾



相
互
扶
助
が
支
え
る
力

一人
は
万
人
の
た
め
に
、万
人
は一人
の
た
め
に

会
員
同
士
が
支
え
合
い
、み
ん
な
の
力
で
助
け
合
う
。

学
校
厚
生
会
は「
相
互
扶
助
」を
基
本
と
し
た
活
動
を
行
って
い
ま
す
。

会
員
一人
ひ
と
り
の
安
心
と
安
定
し
た
生
活
を
提
供
す
る
こ
と
が
学
校
厚
生
会
の
使
命
で
す
。

掛
金
は「
給
付
」と「
福
祉
事
業
」に
使
わ
れ
て
い
ま
す

会
員
に
は
給
料
月
額
の
1
0
0
分
の
1
を
掛
金
と
し
て
納
入
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
原
資
と
し
て
、学
校
厚
生
会
の
主
事
業
で
あ
る

「
給
付
事
業
」と「
福
祉
事
業
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

会
員
が
病
気
や
ケ
ガ
を
し
た
と
き
、結
婚・出
産・育
児
の
と
き
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
ケ
ー
ス
に
応
じ
て
行
う
給
付
に

掛
金
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、会
員
及
び
家
族
の
健
康
増
進
や

趣
味
、教
養
を
拡
げ
る
文
化
活
動

日
常
生
活
で
必
要
と
な
る
法
務・税
務
相
談
か
ら
悩
み
事
相
談
ま
で
、

幅
広
い
福
祉
事
業
も
こ
の
掛
金
に
よ
って
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

多
く
の
会
員
数
だ
か
ら
こ
そ
可
能
に
な
る

「
万
一の
備
え
」と
し
て
の
保
険

あ
ら
ゆ
る「
保
険
」は〝
万
一の
備
え
〞で
す
。

多
く
の
会
員
か
ら
原
資
を
集
め
、そ
の
原
資
を
元
に

万
一の
時
に
は「
保
険
金
」と
し
て
個
々
を
支
え
る
。

相
互
扶
助
の
精
神
が「
保
険
」の
根
幹
に
あ
り
ま
す
。

学
校
厚
生
会
は
、会
員
数
と
い
う
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し

会
員
専
用
の
保
険
商
品
を
取
り
揃
え
て
い
ま
す
。

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
沿
っ
た

マ
ネ
ー
プ
ラ
ン
を
可
能
に
す
る

学
校
厚
生
会
は
、会
員
一人
ひ
と
り
の
生
活
に
寄
り
添
っ
た

「
預
金・貸
付
／
マ
ネ
ー
プ
ラ
ン
」を
提
案
し
て
い
ま
す
。

将
来
設
計
や
日
常
生
活
で
必
要
と
な
る
資
金
を

「
預
金
」と「
貸
付（
ロ
ー
ン
）」両
面
で
手
軽
に
利
用
で
き
ま
す
。

皆
さ
ん
の
預
金
が
貸
付
の
原
資
と
な
り
、預
金
利
息
は
貸
付
利
息
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
に
も「
相
互
扶
助
」の
精
神
が
息
づ
い
て
い
ま
す
。

鉛
筆
１
本
か
ら
住
宅
ま
で

規
模
が
生
み
出
す
団
体
メ
リ
ッ
ト

学
校
消
耗
品
や
教
材
か
ら
新
車
、住
宅
の
購
入
ま
で

学
校
厚
生
会
は
幅
広
い
良
質
商
品
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

メ
リ
ッ
ト
は
約
７
万
人
を
誇
る
会
員
規
模
。よ
り
多
く
の
需
要
が
集
ま
る
こ
と
で

他
に
は
な
い
よ
り
良
い
条
件
を
生
み
出
す
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

加
え
て
、よ
り
魅
力
あ
る
特
典
も
還
元
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

学
校
厚
生
会
は
、そ
の
ス
ケ
ー
ル
を
最
大
限
に
活
か
し
て

会
員
の
生
活
を
支
え
て
い
ま
す
。
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相
互
扶
助
が
支
え
る
力

一人
は
万
人
の
た
め
に
、万
人
は一人
の
た
め
に

会
員
同
士
が
支
え
合
い
、み
ん
な
の
力
で
助
け
合
う
。

学
校
厚
生
会
は「
相
互
扶
助
」を
基
本
と
し
た
活
動
を
行
って
い
ま
す
。

会
員
一人
ひ
と
り
の
安
心
と
安
定
し
た
生
活
を
提
供
す
る
こ
と
が
学
校
厚
生
会
の
使
命
で
す
。

掛
金
は「
給
付
」と「
福
祉
事
業
」に
使
わ
れ
て
い
ま
す

会
員
に
は
給
料
月
額
の
1
0
0
分
の
1
を
掛
金
と
し
て
納
入
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
原
資
と
し
て
、学
校
厚
生
会
の
主
事
業
で
あ
る

「
給
付
事
業
」と「
福
祉
事
業
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

会
員
が
病
気
や
ケ
ガ
を
し
た
と
き
、結
婚・出
産・育
児
の
と
き
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
ケ
ー
ス
に
応
じ
て
行
う
給
付
に

掛
金
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、会
員
及
び
家
族
の
健
康
増
進
や

趣
味
、教
養
を
拡
げ
る
文
化
活
動

日
常
生
活
で
必
要
と
な
る
法
務・税
務
相
談
か
ら
悩
み
事
相
談
ま
で
、

幅
広
い
福
祉
事
業
も
こ
の
掛
金
に
よ
って
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

多
く
の
会
員
数
だ
か
ら
こ
そ
可
能
に
な
る

「
万
一の
備
え
」と
し
て
の
保
険

あ
ら
ゆ
る「
保
険
」は〝
万
一の
備
え
〞で
す
。

多
く
の
会
員
か
ら
原
資
を
集
め
、そ
の
原
資
を
元
に

万
一の
時
に
は「
保
険
金
」と
し
て
個
々
を
支
え
る
。

相
互
扶
助
の
精
神
が「
保
険
」の
根
幹
に
あ
り
ま
す
。

学
校
厚
生
会
は
、会
員
数
と
い
う
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し

会
員
専
用
の
保
険
商
品
を
取
り
揃
え
て
い
ま
す
。

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
沿
っ
た

マ
ネ
ー
プ
ラ
ン
を
可
能
に
す
る

学
校
厚
生
会
は
、会
員
一人
ひ
と
り
の
生
活
に
寄
り
添
っ
た

「
預
金・貸
付
／
マ
ネ
ー
プ
ラ
ン
」を
提
案
し
て
い
ま
す
。

将
来
設
計
や
日
常
生
活
で
必
要
と
な
る
資
金
を

「
預
金
」と「
貸
付（
ロ
ー
ン
）」両
面
で
手
軽
に
利
用
で
き
ま
す
。

皆
さ
ん
の
預
金
が
貸
付
の
原
資
と
な
り
、預
金
利
息
は
貸
付
利
息
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
に
も「
相
互
扶
助
」の
精
神
が
息
づ
い
て
い
ま
す
。

鉛
筆
１
本
か
ら
住
宅
ま
で

規
模
が
生
み
出
す
団
体
メ
リ
ッ
ト

学
校
消
耗
品
や
教
材
か
ら
新
車
、住
宅
の
購
入
ま
で

学
校
厚
生
会
は
幅
広
い
良
質
商
品
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

メ
リ
ッ
ト
は
約
７
万
人
を
誇
る
会
員
規
模
。よ
り
多
く
の
需
要
が
集
ま
る
こ
と
で

他
に
は
な
い
よ
り
良
い
条
件
を
生
み
出
す
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

加
え
て
、よ
り
魅
力
あ
る
特
典
も
還
元
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

学
校
厚
生
会
は
、そ
の
ス
ケ
ー
ル
を
最
大
限
に
活
か
し
て

会
員
の
生
活
を
支
え
て
い
ま
す
。
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お
話
を
聞
い
て
、

何
か
今
ま
で

損
し
て
た
気
分
。

え
っ
、そ
こ
ま
で

し
て
く
れ
る
ん
で
す
か
。

じ
ゃ
あ
、ど
ん
ど
ん

利
用
し
な
く
っ
ち
ゃ
。

担
当
の
人
が

来
て
く
れ
る
の
よ
。

車
を
買
っ
た
と
き
や
、

息
子
の
教
育
資
金
で

ロ
ー
ン
を

利
用
し
た
な
ぁ
。

さ
っ
き
来
て
た

で
し
ょ

会
員
の
た
め
に

還
元
さ
れ
る
ん
だ
か
ら

上
手
に
利
用
し
な
い
と
ね
。

案
外
簡
単
に

借
り
ら
れ
て

ビ
ッ
ク
リ
し
た
よ
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

他
の
先
生
に
も

教
え
て
あ
げ
ち
ゃ
い
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
の
た
め
に

あ
る
ん
で
す
も
の
！

困
っ
た
こ
と
や

相
談
し
た
い

こ
と
が
あ
れ
ば

12



教育

退職

趣味

介護

終活

子ども
誕生

マイホーム

結婚

婚活

車
購入

就職

なるほど学校厚生会 4 未来予想図
教職員生活のスタート。同時に「学校厚生会会
員」になります。医療保険や個人賠償責任保険な
どの備えや今後の貯蓄計画など、自分なりのライ
フステージを考えてみてください。学校厚生会はあ
らゆるステージであなたを応援します。

車の購入を考えたらお声がけください。
ディーラー、銀行など各種ローンがありますが、学校厚生会なら
ではの特典を備えたローンがあります。また、購入と同時に自動
車保険も必ずご加入ください。

学校厚生会では、若年会員の皆
さんを対象に、出会いや交流の場
となる親睦会を実施しています。ま
た、結婚資金を貯めるなら、給料引
去りによる専用貯蓄プランが便利
ですよ。人生の一大イベントです。家族を支え

る責任が重くなります。将来のことを
改めて見直す時期かもしれません。今
後の資金計画や万一の保障など、学
校厚生会の相談窓口へお気軽にお
問い合わせください。もちろん秘密厳
守で対応します。

家族が増えれば更に行うことが増えます。住
環境の検討や今後の教育費への備え、家族
個々の保障充実など、前向きなリスク回避対
策をこの時期に行います。また、思い出づくり
の家族旅行などの資金も簡単な手続きでご
利用いただけます。住居は生活の拠点です。家の購入は人

生の中でも大きな買い物になります。物
件、資金ほか事前にあらゆる面での検
討が必要です。学校厚生会では、物件
購入や住宅ローンも含めて、会員の皆
さんの「マイホーム」計画を総合的に支
えています。

子どもの成長とともに、教育費の比重が
高まってきます。早め早めの対応で、保
険対応や資金確保を行っておきましょう。
加えて、年齢的にも自身や家族の病気・
ケガの備えを手厚くしておくことも有効で
しょう。そろそろ「退職」が視野に入ってきます。子どもも

多くは独立していることでしょう。住宅ローンなど
があれば繰上返済の検討も必要です。これから
の新たなライフステージを描き、再び総合的な見
直し時期です。

教職員生活を卒業し「退職会員」になっ
ても、自分の生きがいを持ち続けること
が大事です。学校厚生会では、旧知の
仲間が集まった趣味のクラブ、セミナー
を行っています。

「介護」はますます重要な課題となります。親
や兄弟の介護だけでなく、自身や家族の「要
介護」も視野に入れた検討が必要です。これ
までの「貯蓄」に加えて、現実的な対応を
行っていきましょう。

「エンディング・ノート」が話題になりまし
た。ご自身なりの人生の集大成を考え
るとき、「モノ」の引継ぎと同時に、「ココ
ロ」の伝承を考えるときです。学校厚生
会は、このステージでもお手伝いをして
いきます。

●13



なるほど学校厚生会
Q&A

そろそろマイホームが欲しいな。
戸建て、マンション、中古リノベーション…
どうしようかな・・・

内容は2025年1月時点のものです。

まずは厚生会へご相談ください。
厚生会ハウジングの紹介で成約すれば、
割引やキャッシュバックが受けられます。

学校厚生会のすまいる住宅貸付をぜひご利用ください。
新築工事や住宅購入・リフォーム資金等、本人名義の
住宅資金にご利用いただけます。
お気軽に学校訪問担当者にお尋ねください。

「ネット貸付」が便利です。「手続きかんたんシステム」と
「信用ネットサービス（預金・貸付）」に登録すると
PC、スマホから貸付OK。便利です！

学校厚生会「団体扱」なら大口団体割引を適用！
一般の自動車保険に比べて割安です！
まずは見積もりから始めてみませんか。

いつでも引き出し可能、お財布がわりに「積立預金」。
車の購入など目的を決めて積み立てる「すまいる積立預金」。
退職後の生活資金を現職中から積み立てる「ハイブリッド積立」。
すべて給与引去りで安心、確実！

住宅資金が心配で・・・。

将来の夢の実現のために確実にお金を貯めたい！

急な出費が重なって・・・。

ディーラーから自動車保険の更新案内が来たんだけど、
もっと安くならないかな。
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ご安心ください。まずは学校厚生会での加入の有無を調べたうえで
他社で加入されているなら保障内容がわかるものを持参ください。
ニーズをお聞きしながら専門資格を有する学校訪問担当者から
アドバイスを行います。

「はるやま」「洋服の青山」なら会員証提示で
全品10％OFF！その他、契約施設の中にも
会員証提示で割引適用が可能な施設があります。
さらに、割引対象になる旅行社や百貨店もあります。

学校厚生会のグリーン車検、教習所紹介事業なら割引や特典が
受けられます。車の購入に際しても特典があり、
新車・中古車売買・カーリースなど様々なニーズにお応えできます。
さらに、低金利の自動車貸付や大口団体割引の自動車保険など、
皆さんのカーライフをトータルでサポートします。

学校厚生会では、会員の日常生活を支援する
相談事業を実施中。各分野の専門相談員が
秘密厳守で相談をお受けいたします。

保険って、ケガや入院や、がんへの備えとか、ハッキリいって
よくわかんない！保険にたくさんお金は払えないけど
必要最低限の保障には加入しておきたい。
あれっ？わたし今何に加入してたっけ？

なるほど学校厚生会
Q&A

学校厚生会の会員証って、なにかメリットあるの？

いろいろと悩みがあるんだけど、
誰に相談してよいものやら・・・。

僕の車がもうすぐ車検なんだけど、
子どもが運転免許がとりたい、
妻は車が欲しいって・・・。
学校厚生会さん、なんとかして！
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HYOGO
なるほど
学校厚生会

HYOGO
お問い合わせ・ご相談は下記担当まで、お気軽にご連絡ください。
ホームページもあわせてご参照ください。

兵庫県学校厚生会・
関係法人公式サイト
ＳＭＩＬＥ ＰＯＲＴ

一般財団法人 兵庫県学校厚生会
〒650-0012 神戸市中央区北長狭通4-7-34 TEL：078-331-9955
https://www.kouseikai.or.jp




